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(57)【要約】
　エレクトロルミネッセントディスプレイを制御し、低
減された輝度を有する表示用画像を生成し、目に見える
コントラストを保持しながら、前記ディスプレイ上の焼
き付きを低減するための方法が、複数のＥＬエミッター
を有する前記エレクトロルミネッセント（ＥＬ）ディス
プレイを配設することであって、各前記ＥＬエミッター
によって生成される光の輝度は個々の駆動信号に対応す
る、こと、前記ＥＬエミッター毎に個々の入力画像信号
を受信すること、及び前記入力画像信号を複数の駆動信
号に変換することであって、該駆動信号は、低減された
ピークフレーム輝度値を有するが、表示される画像内の
コントラストを保持し、各ピクセルによって与えられる
輝度を低減するように前記駆動信号を調整することによ
って焼き付きを低減し、陰影範囲内の輝度減少は非陰影
範囲内の輝度減少よりも低い、ことを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロルミネッセントディスプレイを制御し、低減された輝度を有する表示用画像
を生成し、目に見えるコントラストを保持しながら、前記ディスプレイ上の焼き付きを低
減するための方法であって、
　（ａ）複数のＥＬエミッターを含む前記エレクトロルミネッセント（ＥＬ）ディスプレ
イを配設することであって、各前記ＥＬエミッターによって生成される光の輝度は個々の
駆動信号に対応する、こと、
　（ｂ）前記ＥＬエミッター毎に個々の入力画像信号を受信すること、及び
　（ｃ）前記入力画像信号を複数の駆動信号に変換することであって、該駆動信号は、低
減されたピークフレーム輝度値を有するが、表示される画像内のコントラストを保持し、
各ピクセルによって与えられる輝度を低減するように前記駆動信号を調整することによっ
て焼き付きを低減し、陰影範囲内の輝度減少は非陰影範囲内の輝度減少よりも低い、こと
、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ｃ）は、前記入力画像信号にコントラスト関数を適用して、前記駆動信
号を生成することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記エミッターはピークフレーム輝度値を生成し、前記コントラスト関数は、該ピーク
フレーム輝度値の２０％よりも大きい輝度値の場合に線形であり、該ピークフレーム輝度
値の５％未満の値の場合に非線形である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記エミッターはピークフレーム輝度値を生成し、前記コントラスト関数は、該ピーク
フレーム輝度値に応じて変化する、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記コントラスト関数は第１の部分関数及び第２の部分関数を含み、該第１の部分関数
を用いて前記陰影範囲内の入力画像信号を変換し、該第２の部分関数を用いて前記非陰影
範囲内の入力画像信号を変換する、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の部分関数は非線形であり、前記第２の部分関数は線形である、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記コントラスト関数及びその一次導関数はいずれも連続である、請求項５に記載の方
法。
【請求項８】
　前記第１の部分関数は二次多項式である、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記陰影範囲内の前記駆動信号値をディザリングすることをさらに含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記ステップ（ｃ）はさらに、
　（ｉ）前記入力画像信号を高空間周波数画像及び低空間周波数画像に分割すること、
　（ｉｉ）前記低空間周波数画像に前記コントラスト関数を適用すること、及び
　（ｉｉｉ）前記高空間周波数画像に線形変換を適用すること、
を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記低周波数画像は、視角１度当たり４サイクル以下の空間周波数を有する、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記ＥＬディスプレイは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイであり、各前記
ＥＬエミッターはＯＬＥＤエミッターである、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエレクトロルミネッセントディスプレイシステムに関する。詳細には、本発明
は、陰影詳細を保持しながら、エレクトロルミネッセントディスプレイを調光するための
方法を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　今日の市場には数多くのディスプレイデバイスが存在する。市販されているディスプレ
イの中には、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイのような、薄膜をコーティン
グしたエレクトロルミネッセント（ＥＬ）ディスプレイがある。これらのディスプレイは
、アクティブマトリックス又はパッシブマトリックスバックプレーンを用いて駆動するこ
とができる。適用される技術にかかわらず、これらのディスプレイデバイスは通常、コン
トローラーを含むシステムに組み込まれ、コントローラーは、入力画像信号を受信し、そ
の入力画像信号を電子駆動信号に変換し、その電子駆動信号をエレクトロルミネッセント
ディスプレイデバイスに供給し、その駆動信号に応答して、ディスプレイデバイスがエミ
ッターのアレイを駆動して光を生成する。
【０００３】
　残念なことに、これらのエミッターが電流を光に変換するのに応じて、それらのエミッ
ターは通常劣化し、この劣化は、各エミッターに与えられる電流に応じて生じる。したが
って、最も多くの電流を受信するエミッターは、少ない電流を受信するエミッターよりも
速く劣化する。エミッターが劣化するのに応じて、それらのエミッターが電流に応じて生
成する光が減少する。それゆえ、各エミッターは、おそらく、異なる劣化量を有すること
になり、このように劣化に差がある結果として、均一な画像を生成するためにエミッター
が同じ電流で駆動されるときであっても、輝度に差が生じる。結果として、このように輝
度の均一性に差があることに起因して、ディスプレイを作動させるときに、意図しないパ
ターンが生成される。これらのパターンは人の気を散らす可能性があり、エンドユーザは
そのディスプレイの品質が低いと考えるか、又は厳しい状況下では、使用できないと考え
る可能性もある。
【０００４】
　都合の良いことに、動画映像を表示するときなどの数多くの用途では、画像コンテンツ
は絶えず変化しており、どのエミッターへの電流も、その画像コンテンツに応じて変更さ
れる。それゆえ、その電流量は、時間の経過と共に、ディスプレイのエミッター間で相対
的にバランスが保たれ、均一な画像を表示するときの劣化の差、それゆえ、輝度の差は相
殺されるので、これは取るに足りない問題になる。映像が一時停止されるか、又は単一の
静止画像が表示される場合には、ディスプレイにわたる電流のパターンが、エミッターの
アレイに対して固定されているので、ディスプレイの品質に劣化が生じるおそれがある。
【０００５】
　この問題はＯＬＥＤに特有ではなく、むしろ、ＣＲＴ及びプラズマディスプレイを含む
、全ての既知の放射ディスプレイにおいて生じ、液晶ディスプレイのような、非放射ディ
スプレイによって示されることもある。従来技術においてこの問題を軽減することが実証
されている１つの方法は、静止画像の存在を検出し、ピーク輝度を、それゆえ、ディスプ
レイ内の各放射ディスプレイ素子に流れる電流を低減することである。
【０００６】
　ピーク輝度を低減するための従来技術の一例として、特許文献１においてAsmus他は、
静止画像を検出するための回路、及びＣＲＴのカソードの電圧を下げて、表示される画像
の明度を低減するによってディスプレイを保護するための回路を備えるＣＲＴディスプレ
イを検討する。この方法は、画像焼き付きによるアーティファクトを低減するという要件
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は満たすが、その方法では輝度が非常に迅速に変化するので、ユーザに直ぐに分かること
になり、アナログ回路をこのようにして制御しても、その輝度が低減された後の画像の見
た目はほとんど操作されない。
【０００７】
　同様に、特許文献２においてJankowiakは、入力デジタル信号内の赤色、緑色及び青色
成分信号を加算し、静止画像の存在を検出し、その後、静止画像に応答して、アナログ信
号を生成し、ディスプレイ上の映像利得を調整して、ディスプレイの輝度を低減するシス
テムを検討する。再び、その方法によれば、静止画像を調光できるようになるが、利得値
を変更しても、その輝度が低減された後の最終的な画像の見た目を操作する能力はほとん
どない。
【０００８】
　特許文献３においてHoltslagは、画像内の静的領域を検出し、その画像内のこれらのエ
リアの輝度のみを低減することを検討する。また、Holtslagは、段階的に光の輝度を低減
し、ディスプレイの輝度の変化が目に見えないようにすることも検討する。しかしながら
、Holtslagは、光の輝度を低減するための方法を記述せず、おそらく、一定の比率で全て
の輝度を低減し、それにより輝度を低減する。
【０００９】
　特許文献４においてEkinは、Asmus、Jankowiak又はHoltslagによって記述されるような
方法を用いてディスプレイを単に調光するだけでは、ユーザが重要な画像データを見るこ
とができなくなり得ることを認めている。Ekinは、この問題に対する非常に複雑な解決策
を提案しており、その解決策は、物体検出を実行してシーン内の個々の物体を検出するこ
と、これらの物体の輝度間のコントラストを計算すること、その後、そのシーン内のこれ
らの物体間の少なくとも最小のコントラストを保持するようにして、これらの物体の輝度
を低減することを含む。残念なことに、ディスプレイドライバ内に物体検出のためのアル
ゴリズムを実装することは、法外に費用がかかるだけでなく、画像焼き付きを避けるため
にディスプレイの輝度を低減するときに、画像の品質を保持することに対する実用的な解
決策を提供しない。さらに、そのような方法は、概ね連続的な色調レベルを有する自然画
像において利用するのは非常に難しく、色調レベルの差が視認可能であるように、全ての
色調レベル間で十分なコントラストを保持することは不可能である。
【００１０】
　ソニーは最近になって、ＸＥＬ－１と呼ばれるＯＬＥＤテレビを発売した。このディス
プレイは静止画像の存在を検出し、静止画像の存在時にディスプレイを調光する。この調
光は、調光が行なわれていることをユーザに気づかれないように、非常にゆっくりと実行
されるが、画像が調光されるのに応じて、その画像は陰影詳細を絶えず失う。このディス
プレイの測光評価は、その調光が、全ての輝度値に対して或る一定の比率だけ輝度が低減
されるようにする調光であることを示す。
【００１１】
　画像が調光されているという事実をユーザに気づかれないようにしてＥＬディスプレイ
を調光する方法を提供することが望ましい。この目標を成し遂げるために、画像が調光さ
れるときに情報が失われないようにして、画像が調光されることが重要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許第４，３３８，６２３号
【特許文献２】米国特許第６，３１３，８７８号
【特許文献３】米国特許第６，８５６，３２８号
【特許文献４】国際公開第２００６／１０３６２９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
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　それゆえ、本発明の目的は、陰影詳細を保持しながらＥＬディスプレイを調光すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　これは、エレクトロルミネッセントディスプレイを制御し、低減された輝度を有する表
示用画像を生成し、目に見えるコントラストを保持しながら、前記ディスプレイ上の焼き
付きを低減するための方法であって、
　（ａ）複数のＥＬエミッターを含む前記エレクトロルミネッセント（ＥＬ）ディスプレ
イを配設することであって、各前記ＥＬエミッターによって生成される光の輝度は個々の
駆動信号に対応する、こと、
　（ｂ）前記ＥＬエミッター毎に個々の入力画像信号を受信すること、及び
　（ｃ）前記入力画像信号を複数の駆動信号に変換することであって、該駆動信号は、低
減されたピークフレーム輝度値を有するが、表示される画像内のコントラストを保持し、
各ピクセルによって与えられる輝度を低減するように前記駆動信号を調整することによっ
て焼き付きを低減し、陰影範囲内の輝度減少は非陰影範囲内の輝度減少よりも低い、こと
、
を含む、方法によって達成される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、表示される画像の陰影範囲内の詳細を低減することなく、ディスプレイの輝
度を操作するための低コストの方法を提供する。この方法によれば、画像の品質を著しく
低下させることなく、広い範囲にわたってディスプレイの輝度を操作できるようになり、
それにより、より迅速で、かつ大きな調光変化を可能にする。このようにして、ＥＬディ
スプレイを調光することによって、画像焼き付きの可能性、及び電力が低減される。本発
明は、人間の目が対数検出器として光に反応するのに対して、入力輝度と出力輝度とを関
連付ける関数は通常線形であるので、画像焼き付きを低減するためにディスプレイを調光
するときに、情報が失われることを認識している。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の方法のステップを示す流れ図である。
【図２】本発明を実施する際に有用なシステムの概略図である。
【図３】本発明の一実施形態による、輝度値の第１及び第２の分布を示すグラフである。
【図４】図３に示される第１の分布に対する第２の分布の比を示すグラフである。
【図５】本発明の画像処理方法のステップを示す流れ図である。
【図６】ピークフレーム輝度値を計算するための方法を示す流れ図である。
【図７】入力画像信号を変換して、目標輝度値に応じてディスプレイ上に画像を生成する
ための一群のコントラスト関数を示すグラフである。
【図８Ａ】本発明の一実施形態による、２つの部分からなるコントラスト関数を示すグラ
フである。
【図８Ｂ】従来技術の方法と比較した、本発明によるコントラスト関数の一部を示すグラ
フである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　エレクトロルミネッセント（ＥＬ）ディスプレイシステムを制御して、目に見えるコン
トラストを保持しながら、低減された輝度を有するディスプレイのための画像を生成し、
ディスプレイ上の焼き付きを低減するための方法を提供することによって、その要求は満
たされる。この方法は、図１に示されるステップを含む。図１に示されるように、少なく
とも１つの色の光を放射するための、複数のＥＬエミッターを含むＥＬディスプレイが配
設され（２）、各ＥＬエミッターによって生成される光の輝度は個々の駆動信号に応答す
る。ＥＬエミッター毎に個々の入力画像信号が受信される（４）。入力画像信号は複数の
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駆動信号に変換され（６）、それらの駆動信号は低減されたピークフレーム輝度を有する
が、表示される画像内のコントラストを保持し、各ピクセルによって与えられる輝度を低
減するように駆動信号を調整することによって焼き付きを低減し、入力画像信号の陰影範
囲内の輝度減少は、入力画像信号の非陰影範囲内の輝度減少よりも小さい。たとえば、陰
影範囲は、最大入力画像信号の５％以下の入力画像信号を含むことができ、非陰影範囲は
、最大入力画像信号の５％よりも大きな入力画像信号を含むことができる。その後、この
駆動信号を与えてディスプレイを駆動し（８）、低減されたピークフレーム輝度を有する
画像を与えるが、その画像の陰影範囲の輝度の低下は、非陰影範囲の輝度よりも小さい。
【００１８】
　この方法は、入力画像信号を受信し、駆動信号を生成し、ディスプレイを制御して、低
減された輝度を有する画像を生成するためのディスプレイシステムにおいて可能にするこ
とができ、画像内の陰影範囲を表す、低い入力画像信号を有するＥＬエミッターの輝度減
少が、画像内の非陰影範囲を表す、高い入力画像信号の輝度減少よりも小さくなるように
、これらのＥＬエミッターのための駆動信号が低減される。
【００１９】
　図２を参照すると、ＥＬディスプレイシステムが、ＥＬディスプレイ１２を含むことが
でき、そのＥＬディスプレイは、１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂ及び１４Ｗのような、駆動信号
に応答して光を生成するためのＥＬエミッターのアレイを有する。このエミッターアレイ
は、ピクセル１６を含むことができ、ピクセル１６は、異なる色の光を生成するためのＥ
Ｌエミッターの繰返しパターンから形成される。たとえば、このＥＬエミッターアレイは
、赤色１４Ｒ、緑色１４Ｂ、青色１４Ｂ及び白色１４ＷのＥＬエミッターの繰返しパター
ンを含むことができ、これらのＥＬエミッターの各組み合わせが、カラー画像を形成する
ことができる。代替的には、ＥＬエミッターアレイは、全てが同じ色の光を生成する個々
のＥＬエミッターを含むか、又は異なる色の光を生成するための任意の数の異なる色のＥ
Ｌエミッターを含むことができる。そのＥＬディスプレイシステムはさらにコントローラ
ー１８を備えることができる。コントローラー１８は、ＥＬエミッター毎の入力画像信号
２０を受信し、その入力画像信号２０を処理して、ＥＬディスプレイ１２のＥＬエミッタ
ー１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂ及び１４Ｗに駆動信号２２を与える。
【００２０】
　駆動信号２２に応答して、ＥＬディスプレイ１２は、入力画像信号２０に応答して生成
する輝度よりも低い輝度を生成する。陰影範囲における輝度減少は、非陰影範囲における
輝度減少よりも小さい。
【００２１】
　図３を参照すると、コントローラーの入力－出力関係の一例が示されており、以下では
、「コントラスト関数」と呼ばれる。横座標は、０～５００の入力画像信号値を表す。縦
座標は、駆動信号２２に応答してＥＬディスプレイ１２によって生成される輝度を表す。
図に示されるように、ＥＬディスプレイ１２は、５００ｃｄ／ｍ2の最大表示輝度を与え
ることができるものと仮定される。たとえば、コントローラー１８が入力画像信号２０に
変換を適用しないとき、その入力－出力関係は線形コントラスト関数３２である。
【００２２】
　本発明の文脈内で、「フレーム」は、ＥＬディスプレイ１２上のＥＬ素子の一度のリフ
レッシュを与えるために必要とされる全ての駆動信号を更新できるようにする、サブピク
セル毎に１つの入力画像信号、及び対応する駆動信号を指している。各フレームは、対応
するピークフレーム輝度値を用いて表示される。このピークフレーム輝度値は、最大入力
画像信号値に対応する駆動信号値で駆動されるディスプレイによって生成される輝度を表
すことができる。線形コントラスト関数３２の場合、ピークフレーム輝度値３６は５００
ｃｄ／ｍ2である。この例では、点３６は最大表示輝度値でもある。すなわち、構成に応
じて、かつ選択された条件下で、ディスプレイが生成することができる最大輝度である。
本発明は、陰影詳細を保持しながらピークフレーム輝度値を最大表示輝度未満に低減する
ので、ピークフレーム輝度値は常に最大表示輝度値以下である。
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【００２３】
　本発明によれば、コントローラー１８は、１つのフレームのための入力画像信号２０を
処理して、低減されたピークフレーム輝度値を有する駆動信号２２を生成する。たとえば
、コントラスト関数３４は、２５０ｃｄ／ｍ2のピークフレーム輝度値３８を有し、その
ピークフレーム輝度値は線形コントラスト関数３２のピークフレーム輝度値３６（５００
ｃｄ／ｍ2）未満である。
【００２４】
　本発明によれば、コントラスト関数を変更することによって（たとえば、３２から３４
）、表示輝度が低減されるとき、その輝度減少は、非陰影範囲よりも、陰影範囲において
小さい。図３では、境界設定ライン３０が、入力画像信号値の非陰影範囲から入力画像信
号値の陰影範囲を分ける。境界設定ライン３０以下の入力画像信号２０の値（陰影範囲内
）は、第１の割合によって低減されるように変換され、境界設定ライン３０よりも高い入
力画像信号２０の値（非陰影範囲内）は、それよりも小さな第２の割合によって低減され
る。
【００２５】
　図４は、図３のコントラスト関数３４を線形コントラスト関数３２で割ることによって
得られる割合４２を示しており、この図のｙ軸は割合４２を表し、この図のｘ軸は第１の
フレームの入力画像信号値を表す。図に示されるように、この割合は、非常に低い入力画
像信号値の場合に概ね０．６５であり、大きな入力画像信号値の場合に概ね０．５まで減
少する。この割合４２は非線形曲線に従っており、最大の割合は、輝度範囲全体の１０％
以下の入力画像信号値の場合に生じる。大きな入力画像信号値（したがって、大きな表示
輝度値）の場合よりも小さな入力画像信号値（したがって、低い表示輝度値）の場合に、
より大きな割合４２を用いることによって、輝度減少は、結果として生成される画像の非
陰影範囲内よりも、その画像の陰影範囲（すなわち、相対的に低い輝度を有する範囲）内
で小さい。人間の目がこの輝度変化に線形に反応する場合には、画像の陰影範囲は、より
明るく見えることになり、画像の残りの部分のコントラストは低減されることになる。し
かしながら、人間の目は対数検出器であるので、この方法は、画像の残りの部分全体にわ
たって許容できるコントラストを保持しながら、そのように処理しなければ失われていた
画像内の陰影詳細を保持する。
【００２６】
　本発明は、ＯＬＥＤディスプレイ上でコントラスト関数３２及び３４を用いて描画され
る画像を表示し、輝度値の関数として可変の割合を使用し、その割合を高い輝度値の場合
よりも低い輝度値の場合に高くする結果として、一定の割合を用いて得られる画像よりも
、優れた画像品質及び鮮明な陰影詳細を有する画像が生成されると判断した。しかしなが
ら、この実験は、その割合が大きすぎる場合に、又はより中程度の表示輝度値について値
が増加する場合に、その画像は目に見えるコントラストを失うこと、そして物体、特に顔
が、知覚される色飽和度を失うことも実証する。それゆえ、ピークフレーム輝度の２０％
以下の表示輝度値、より好ましくはピークフレーム輝度の１０％以下の表示輝度値に対応
する入力画像信号値を含むように陰影範囲を画定することが好ましい。
【００２７】
　図５を参照すると、本発明の一実施形態によれば、コントローラー１８は、所定の最大
輝度値を有する入力画像信号２０を受信することができる（５２）。コントローラー１８
は、ピークフレーム輝度値を求める（５４）。その後、コントローラー１８は、コントラ
スト関数、すなわち、ピークフレーム輝度値の関数として入力画像信号を駆動信号にマッ
ピングする変換を決定する（５６）。その後、コントローラー１８は、入力画像信号にコ
ントラスト関数を適用して（５８）、出力画像信号を得る。その後、コントローラー１８
は、出力画像信号に基づいて、ディスプレイに駆動信号２２を与える（６０）。０．２×
ピークフレーム輝度値の表示輝度値に対応する入力画像信号を第１の割合によって低減し
、０．０５×ピークフレーム輝度値未満の表示輝度値に対応する入力画像信号を、第１の
割合よりも大きな、少なくとも第２の割合によって低減するために、コントラスト関数は
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非線形関数とすることができる。
【００２８】
　ピークフレーム輝度値はいくつかの方法で求めることができ（５４）、それはいくつか
の要因に基づくことができる。たとえば、ピークフレーム輝度値は、入力画像信号２０を
与えるために必要とされる電流の推定値に基づいて求めることができる。すなわち、ピー
クフレーム輝度値を低減しない場合に入力画像信号２０を与えるために必要とされる電流
を推定することができ、この必要とされる電流が高すぎる場合には、ピークフレーム輝度
値を低減することができる。そのような操作を実行するための１つの方法が、米国特許出
願公開第１２００７／０１４６２５２号において記述されている。ピークフレーム輝度値
を求める（５４）ための別の方法では、この値は、ディスプレイの温度の推定値を与える
温度計からの応答に基づいて計算することができる。この方法は、急速に上昇するか、又
は高い温度値に応答して、ピークフレーム輝度値を低減することができる。
【００２９】
　ピークフレーム輝度値は、静止画像がディスプレイ１２上に与えられる時点に基づいて
求めることができることが好ましい。代替的には、ピークフレーム輝度値は、上記の要因
、又は他のさらなる要因のうちの２つ以上の要因の組み合わせに基づいて求めることがで
きる。
【００３０】
　具体例を提供するために、コントローラー１８は、図６の流れ図において示されるステ
ップを適用することによって、静止画像がディスプレイ１２上に与えられた時点に基づい
てピークフレーム輝度値を求めることができる（５４）。図６に示されるように、入力画
像信号２０は、たとえば、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．７０９のようなディスプレイ標準規格に従
って非線形スケーリング及び行列回転を用いて、線形輝度値に変換される（７２）。
【００３１】
　その後、入力画像信号内のデータのフレーム毎に、平均線形輝度値が計算される（７４
）。その平均線形輝度値は、入力画像信号内の先行するフレームの平均線形輝度値と比較
される。この比較を通して、その画像が静止しているか否かが判断される（７６）。先行
するデータフレームの平均線形輝度値と現在のデータフレームの平均線形輝度値との間に
ほとんど変化がない場合には（通常１％未満の変化）、静止画像と仮定することができる
。その画像が静止していると判断される場合には、画像が静止している時間がインクリメ
ントされる（７８）。
【００３２】
　その後、ピークフレーム輝度値が計算される（８０）。このピークフレーム輝度値は通
常、ステップ７８中にインクリメントされたカウンタの状態に依存する。このピークフレ
ーム輝度値は、以下の式に基づいて求めることができる。
【００３３】
【数１】

【００３４】
　式１において、Ｌfはピークフレーム輝度である（たとえば、図３の３８）。Ｌdは、最
大表示輝度値である（たとえば、３６）。Ａ（ｆ）は最大輝度の割合であり、０以上かつ
１以下である。式２において、Ｍは選択された最大割合であり、たとえば、１である。値
ｆは、ステップ７８においてインクリメントされた時間である。この値は通常、各データ
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フレームが入力されるのに応じてインクリメントされ、それゆえ、この値は通常、入力画
像信号値において最後の動きフレームが検出された後の静止フレームの数を示す。実際に
は、この式は、静止画像が表示された後にｉ個のフレームにわたって最大ピークフレーム
輝度を一定に保持できるようにする関数を実現する。その後、最大ピークフレーム輝度は
、Ｆsまで経過時間の指数関数として減少する。一旦、Ｆsに達すると、最大ピークフレー
ム輝度は、第２の指数関数に従って減少する。値ｋs及びｋtは、０と１との間の定数を表
しており、それは、２つの指数関数のそれぞれの鮮鋭度を支配する。値ｈs及びｈtは、各
指数関数値が達成することができる最小値を表す。
【００３５】
　約２００ｃｄ／ｍ2のピーク輝度を有する通常のＯＬＥＤの場合、実験ディスプレイシ
ステムから所望の動きを生み出すために、表１の値が見つけられた。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　図６の検討に戻ると、静止画像が存在しないものと判断される場合には、フレームのた
めにステップ７４において計算された平均が、画像が動的である（又は動きがある）か否
かを判断する（８２）ために、先行するフレームの平均と比較される。その差が十分に大
きくない（すなわち、たとえば、１％以下である）場合には、その画像は動的であるとは
認められない。この条件下では、タイマは、一定値を保持することができるか、又はイン
クリメントすることができる。画像が動的であると判断される場合には（８２）、タイマ
を０にリセットすることができ（８４）、ピークフレーム輝度値を計算して（８０）、最
大輝度の割合をその最大値、たとえば、１にリセットすることができる。図６においてピ
ークフレーム輝度値を計算することによって（８０）、図５のピークフレーム輝度値が求
められる（５４）。
【００３８】
　その後、コントラスト関数が求められる（５６）。このコントラスト関数は理想的には
、入力画像輝度値及びピークフレーム輝度値の両方の関数として連続しており、かつ滑ら
かである。この関数は、受信された（５２）入力画像信号を対数空間に変換し、線形操作
を実行し、対数空間から線形輝度に変換することによって実現することができる。そのよ
うな操作を実行することによって、コントラスト関数は、０．２×最大輝度値よりも大き
な入力画像信号値のための入力画像信号を第１の割合によって低減し、０．０５×最大輝
度値未満の入力画像信号値のための入力画像信号を、第１の割合よりも大きな、少なくと
も第２の割合によって低減するための非線形関数を与えるであろう。この方法は、所望の
関数を提供することになるが、ＦＰＧＡ又はＡＳＩＣにおいて実施するには一般的には費
用が高い。代替形態は、各べき関数が異なる目的輝度に対応する一群のべき関数を形成す
ることであろう。しかしながら、この手法も同じく、ＦＰＧＡ又はＡＳＩＣにおいて実施
するには費用が高い可能性がある。
【００３９】
　図８Ａを参照すると、より安価な手法は、２つの部分からなる曲線を用いることであり
、その曲線は、低いコード値のための非線形変換を与える放物線関数の一部、及び高いコ
ード値のための線形変換の両方を含む。そのような関数によれば、ディスプレイのＥＬエ
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ミッターはピークフレーム輝度値を生成できるようになり、そのコントラスト関数は、ピ
ークフレーム輝度値の２０％よりも大きな輝度値の場合に線形であり、ピークフレーム輝
度値の５％未満の輝度値の場合に非線形である。したがって、そのコントラスト関数は、
第１の部分関数及び第２の部分関数を含む。第１の部分関数９１を用いて、陰影範囲内の
入力画像信号を変換し、第２の部分関数９２を用いて、非陰影範囲内の入力画像信号を変
換する。それゆえ、第１の部分関数は二次多項式であり、第２の部分関数は一次とするこ
とができる。
【００４０】
　２つの部分関数間に任意の不連続がある結果として、輪郭化のような、著しい画像アー
ティファクトを生じる可能性があるので、そのようなコントラスト関数にとって、そのよ
うな２つの部分からなる関数は一般的には望ましくない。しかしながら、放物線関数は多
数の瞬間勾配を与えるので、これら２つの部分関数は組み合わせることができる。その線
が放物線への接線である、たとえば、接点９３にある場合には、接続点における放物線の
瞬間勾配は、その線の勾配と一致することになり、不連続が避けられる。この場合、コン
トラスト関数及びその一次導関数はいずれも連続している。
【００４１】
　ピークフレーム輝度値を求めるステップ（５４）は、最大輝度の割合を与えることがで
きる。この割合は、静止画像が表示されるときに時間の経過と共に減少することになり、
１と、０よりも大きな割合との間の任意の値とすることができる。この割合は、１の入力
画像輝度値において駆動信号を定義することによってピークフレーム輝度値を定義し、関
数の線形部分における１つの点（ｘ1，ｙ1と表される）を定義する。この点は、最大出力
画像輝度値を与える。
【００４２】
　現在行なわれている変換において、トーンスケールの放物線部分は、入力画像輝度を出
力画像輝度に関連付ける所望の変換の原点を横切るように制約を加えられ、かつ正の入力
輝度値に応答して正の出力画像輝度値を与えるように制約を加えられる。この制約によっ
て、放物線は以下の形の式に制限される。
【００４３】
　　　Ｙparab＝ａｘ2＋ｂｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（式３）
【００４４】
　本出願人は、この形の放物線が視覚的に許容できるコントラスト関数を提供すると判断
した。これらの制約を用いて、かつａ及びｂの値のために既知の値を有するとき、線形部
分の勾配、接点の座標及び線形部分のためのオフセットを求めることができる。この関数
を有するとき、放物線部分関数及び線形部分関数から構成されるコントラスト関数のため
の全てのパラメーターを計算することができる。しかしながら、これらのパラメーターは
固定されるのではなく、むしろ、ピークフレーム輝度値に応じて変更して、コントラスト
関数の形状をピークフレーム輝度値に応じて変更しながら、ディスプレイをピークフレー
ム輝度値の中で滑らかに調光できるようにしなければならない。或る範囲のパラメーター
値を、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）に格納することができるか、又は計算することが
できる。ａ及びｂのためにこれらの関数を使用することによって、皮膚を含む画像のエリ
ア内の飽和度又はコントラストを失うことなく、陰影範囲の知覚される輝度に相対的に大
きな変化を与えることができるようになる。
【００４５】
　図７は、線形コントラスト関数１００、及びそれぞれ１．０、０．８、０．６、０．５
、０．４及び０．２のピークフレーム輝度値の場合に生成することができる一群の非線形
コントラスト関数１０２、１０４、１０６、１０８、１１０を示す。ただし、最大表示輝
度値は１．０である。これらのコントラスト関数は概ね線形であるように見え得ることに
留意されたい。しかしながら、それらのコントラスト関数は実際には、低い入力画像輝度
値のための放物線部分関数、及び入力画像輝度値の残りの部分のための線形部分関数を含
む、２つの部分関数を含む。それゆえ、これらのコントラスト関数は、最大輝度の割合が
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１未満の場合、及び人間の目が輝度の変化に対して最も敏感である低いコード値の場合に
線形から外れていく。
【００４６】
　図８Ｂは、実線として表される、０．５に等しい最大輝度の割合に対応するコントラス
ト関数１０６の一部を示す。０．５に等しいｙ１について従来技術において知られている
ような線形変換１１４の一部も示される。これら２つの曲線は、低い入力画像輝度値の場
合に非線形コントラスト関数１０６として互いから外れていき、それにより、最大輝度の
同じ割合を有する線形関数の場合に達成できる値よりも迅速に、出力画像輝度値を増加で
きるようになることに留意されたい。この非線形コントラスト関数を使用することによっ
て、ピークフレーム輝度値が低減されるときでも、その画像内の陰影詳細を保持できるよ
うになる。
【００４７】
　図５に戻ると、コントラスト関数が求められると（５６）、このコントラスト関数を入
力画像信号に適用して（５８）、変換された画像信号を生成することができる。その後、
この変換された画像信号を、或る関係を用いて線形輝度から表示コード値に変更して駆動
信号を生成することができ、この信号を与えてディスプレイを駆動することができる（６
０）。
【００４８】
　この非線形変換の属性は、低い入力画像輝度値における瞬間勾配が、元の画像の場合よ
りも大きくなり得ることである。この変化の結果として、２つの潜在的なアーティファク
トが生じるおそれがある。結果として生成される画像において輝度が距離の関数として徐
々に変化する勾配を有する画像のエリアでは、誤った輪郭線が導入される可能性がある。
このアーティファクトを避けるために、ディスプレイのビット深度よりも大きなビット深
度において、その変換を適用することができ、その後、低コントラストの空間的に変化す
るパターンを導入するブルーノイズディザリングのような技法を用いて、より低いビット
深度まで低減し、これらの輪郭線の存在を隠すことができる。それゆえ、本発明の方法は
、陰影範囲内の駆動信号をディザリングすることをさらに含むことができる。
【００４９】
　このように瞬間勾配を大きくすることによって起こり得る第２の結果は、画像の陰影範
囲のノイズが目に見える可能性が高くなることである。このアーティファクトを避けるた
めに、画像処理技術において知られているフィルタリング技法によって、入力画像信号を
高空間周波数画像及び低空間周波数画像に分割することができ、低周波数画像は視角１度
当たり約４サイクルの最大空間周波数を有する。非線形変換を低い空間周波数画像にのみ
適用し（５８）、高い空間周波数画像には、従来通りの線形変換を適用することができる
。この操作を実行することによって、画像の低い空間周波数において陰影詳細の画質を高
めることができ、この操作は、通常不要な画像ノイズを含む、画像の高い空間周波数の成
分の瞬間勾配を概ね増加することなく、視覚的に最も大きな影響を与える。
【００５０】
　本発明は、その特定の好ましい実施形態を特に参照しながら説明されてきたが、本発明
の精神及び範囲内で変形及び変更を実施できることは理解されよう。
【００５１】
　好ましい実施形態では、本発明は、限定はしないが、Tang他による米国特許第４，７６
９，２９２号、及びVanSlyke他による米国特許第５，０６１，５６９号において開示され
るような小分子又はポリマーＯＬＥＤから構成される有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）を
含むディスプレイにおいて利用される。そのようなディスプレイを製造するために、有機
発光材料の数多くの組み合わせ及び変形を用いることができる。図２を参照すると、ＥＬ
エミッター１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂ及び１４ＷはＯＬＥＤエミッターとすることができ、
ＥＬピクセル１６はＯＬＥＤピクセルとすることができ、ＥＬディスプレイ１２はＯＬＥ
Ｄディスプレイとすることができる。
【００５２】
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　入力画像信号及び駆動信号は、当該技術分野において一般的に知られているような種々
の方法において、線形又は非線形スケーリングすることができる。入力画像信号は、ｓＲ
ＧＢ標準規格、ＩＥＣ６１９６６－２－１に従って符号化することができる。駆動信号は
電圧、電流、又は時間（たとえば、パルス幅変調「デジタル駆動」システムの場合）とす
ることができる。
【符号の説明】
【００５３】
　　２　ＥＬディスプレイを配設するステップ
　　４　入力画像信号を受信するステップ
　　６　入力画像信号を変換するステップ
　　８　駆動信号を与えてディスプレイを駆動するステップ
　　１２　ＥＬディスプレイ
　　１４Ｒ　赤色エミッター
　　１４Ｇ　緑色エミッター
　　１４Ｂ　青色エミッター
　　１４Ｗ　白色エミッター
　　１６　ピクセル
　　１８　コントローラー
　　２０　画像信号を入力する
　　２２　駆動信号
　　３０　境界設定ライン
　　３２　線形コントラスト関数
　　３４　コントラスト関数
　　３６　最大表示輝度値
　　３８　ピークフレーム輝度値
　　４２　割合
　　５２　入力画像信号を受信するステップ
　　５４　ピークフレーム輝度値を求めるステップ
　　５６　コントラスト関数を決定するステップ
　　５８　コントラスト関数を適用するステップ
　　６０　駆動信号を与えるステップ
　　７２　線形輝度に変換するステップ
　　７４　平均線形輝度を計算するステップ
　　７６　静止画像を判断するステップ
　　７８　時間をインクリメントするステップ
　　８０　ピークフレーム輝度値を計算するステップ
　　８２　動的画像を判断するステップ
　　８４　時間をリセットするステップ
　　９１　第１の部分関数
　　９２　第２の部分関数
　　９３　接点
　　１００　線形コントラスト関数
　　１０２　コントラスト関数
　　１０４　コントラスト関数
　　１０６　コントラスト関数
　　１０８　コントラスト関数
　　１１０　コントラスト関数
　　１１４　線形変換



(13) JP 2012-508899 A 2012.4.12

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(14) JP 2012-508899 A 2012.4.12

【図６】 【図７】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】



(15) JP 2012-508899 A 2012.4.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(16) JP 2012-508899 A 2012.4.12

10

20

30

40



(17) JP 2012-508899 A 2012.4.12

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｇ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３２Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/70    　　　Ａ          　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100110423
            弁理士　曾我　道治
(74)代理人  100084010
            弁理士　古川　秀利
(74)代理人  100094695
            弁理士　鈴木　憲七
(74)代理人  100111648
            弁理士　梶並　順
(74)代理人  100147566
            弁理士　上田　俊一
(72)発明者  ミラー、マイケル・ユージーン
            アメリカ合衆国、ニューヨーク州、ロチェスター、ステイト・ストリート　３４３
(72)発明者  ホワイト、クリストファー・ジェイソン
            アメリカ合衆国、ニューヨーク州、ロチェスター、ステイト・ストリート　３４３
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC02  CC14  CC32  CC34  CC45  HH04 
　　　　 　　  5C058 AA12  BA01  BA08  BA30 
　　　　 　　  5C080 AA06  BB05  CC03  DD05  DD12  DD18  DD27  DD29  EE19  EE28 
　　　　 　　        EE29  EE30  JJ05  JJ06  JJ07  KK43 
　　　　 　　  5C380 AA01  AB04  AB36  BA21  BA28  BA42  BA46  BA47  BB02  BD09 
　　　　 　　        BD11  BD16  CE11  CE21  CF57  CF67  DA06  DA07  DA12  DA19 
　　　　 　　        DA41  DA42  DA46  EA05  EA11  EA12  FA04  FA10  FA11  FA25 
　　　　 　　        HA03  HA10 



专利名称(译) 用于电致发光显示器的色调压缩

公开(公告)号 JP2012508899A 公开(公告)日 2012-04-12

申请号 JP2011536304 申请日 2009-10-26

[标]申请(专利权)人(译) 全球OLED TECH

申请(专利权)人(译) 全球豪迪E.科技有限责任公司

[标]发明人 ミラーマイケルユージーン
ホワイトクリストファージェイソン

发明人 ミラー、マイケル·ユージーン
ホワイト、クリストファー·ジェイソン

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50 H04N5/70

CPC分类号 G09G3/3208 G09G2320/0238 G09G2320/0271 G09G2320/046 G09G2320/066 G09G2340/0428

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/20.670.K G09G3/20.642.E G09G3/20.641.Q G09G3/20.612.U G09G3/20.641.G 
G09G3/20.632.F G09G3/20.642.A H05B33/14.A H04N5/70.A

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC14 3K107/CC32 3K107/CC34 3K107/CC45 3K107
/HH04 5C058/AA12 5C058/BA01 5C058/BA08 5C058/BA30 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 
5C080/DD05 5C080/DD12 5C080/DD18 5C080/DD27 5C080/DD29 5C080/EE19 5C080/EE28 5C080
/EE29 5C080/EE30 5C080/JJ05 5C080/JJ06 5C080/JJ07 5C080/KK43 5C380/AA01 5C380/AB04 
5C380/AB36 5C380/BA21 5C380/BA28 5C380/BA42 5C380/BA46 5C380/BA47 5C380/BB02 5C380
/BD09 5C380/BD11 5C380/BD16 5C380/CE11 5C380/CE21 5C380/CF57 5C380/CF67 5C380/DA06 
5C380/DA07 5C380/DA12 5C380/DA19 5C380/DA41 5C380/DA42 5C380/DA46 5C380/EA05 5C380
/EA11 5C380/EA12 5C380/FA04 5C380/FA10 5C380/FA11 5C380/FA25 5C380/HA03 5C380/HA10

代理人(译) 英年古河
Kajinami秩序
上田俊一

优先权 12/271355 2008-11-14 US

其他公开文献 JP5554782B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一种控制电致发光显示器以产生显示图像的方法，包括降低亮度以减少
显示器上的老化同时保持可见对比度，包括提供具有多个EL发光器的电
致发光（EL）显示器，光的亮度由每个EL发射器产生的响应于相应的驱
动信号;接收每个EL发射器的相应输入图像信号;将输入图像信号转换为多
个驱动信号，这些驱动信号具有降低的峰值帧亮度值，但保持显示图像
中的对比度，以通过调整驱动信号减少老化，使每个像素提供的亮度降
低，亮度降低阴影范围小于非阴影范围内的亮度减小。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/52850548-a64c-4892-b3a3-4eb3866a8372
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041460506/publication/JP2012508899A?q=JP2012508899A

